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温度係数 IO・7foc以－下の水品振動子‘

fr民古賀準策命民高木 昇
C東京工棋大胆包紙工事科〉

録制時都の三感禽E競合大命〈雄前猿縞 P・ !SOト却の尖の｛也

に於τ，水晶の電気軸に平行な板商を有寸る繍桜伐採励子の原昧

援助の周波敏及ひ鳴の湖底係l'tlt.

続聞の光制に畿t-rる餌税の質化に｛足

って，迎副的に翻むし， .o.つ後者に

はE負flifJLの犠合もある棋を指摘し

た品此の結果から，温度係揖が雫

になる場合が少〈とも＝つある事が

砲に剣邸側来る。そこで食際にその

様な場所をつ舎とめる目的で，紙面

の光輸に卦ずる傾と温度係数との関

係を検ぺて見た所，第一点/ku：~lこ

表並に郷ー聞及び第二聞の如き結果

になった＝築中の e及び aは郷三

開中に訴した角度である。第二袋の

試験で（'tx線分光貯を剥期して，

征爾の〆踊に卦する傾 aを測定し

た。術板前の官録制に鈎する傾は常

に 0.5'以内に止めた。

．温度係般を測定するには，岡ーの

畿方による拭穏をこ伎作b，ー伎は
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IJl 111m kc xrn円re

Z1 0.71 2715 -10.0 

S2 。＇.47 3978 -9.0 
45 0.63 2709 -4.8 

52 0.6Z 2690 -l.S 

“ 
0.58 2981 + 4.8 

73 O.S7 2倒。 7.6 

80 電車畠 2691 9.8 

鈎 0.73 261抱 10.0 

100 0.71 2鈎1 &7 

110 0.8' 2689 6.3 

123 o.鍋 2700 3.:? 

128 1).92 2689 :to 
133 0.93 2696 + 0.9 
138 0.9( 26!殉 -0.2 

HS 0.錆 2690 -:l.4 
153 凪93 Z旬。 -3.4 

1鑓 o.94 2飽唖

1偲 仏93 2国3 -5.5 
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短掲11~il刷主平行。

周混It肱 :S＇・Cで測定．

袋
恒滋柑中に， f邸主
可艶祖柑中に入

れたまい央々
tP. I .w蹴｜幽棚

mm• I 1rc !x10-1rc 

20 51’15'・U’Io.615X2."UX28.3 I ：？侃8.91 -5.2 
56' I 43’t 0.618 X23.2:. 28.5 I :? 68!1.8 I -1.4 

58’1 45’l。.615X232X28.SI 2鶴田l 0.0 

g・02’I 49' I o.61sx21以 2uI z倒 .11 +3.0 

Pierce氏劉旋回路

のグ！） .,. i:. .., -1 

ラメ V ト聞に接積

し，兵の霞掠周遊

数の盤が脅叉聾摂
館商om勉肱電気蟻じ平待。則浪Ii<!:2s•C で測定。

i畿のj諸税撤1,000～と鴻E一致する蕗 WIめ恒描胸中にある蝦励

子と電極敏之の間療を関盤L，可艶温情の温度を艶他し：た場合に

於ける用水晶震撰怒の周雄取の盤と音叉讃披濃の周波説との捻。
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の燭披盤を秒測針・a調べた0 a=:1°58'の民事事を院撤した際にCt,

温度を 30°Cから 65°C位謡の聞敏岡上下して見たが，周波蝕の

鈍化は拭E食中を趣じて前後 0.8～の湿度に渇~なかった。間務は

いつも聾蝶固めて良好であったョ鈴－.a慢の方の締泉It，悶水晶喜連

披援の周波E誌の盤を，強め鵠Eしたil\l~~昔褒揖緯の可臨可艶周波

敏U蹴して測ったoeが容に近〈なると線描爵織しな〈なる高野

は今夏議閉する趨もない。 〆Typo:0 = 130°～140° 

第ー闘に示す隙に， e治t40"-60"の部分でも，締細な貸践をす

れ悶温度係肱容の掛助手・を世聡umる事は疑もない．縦である品

第三義及ひ滞二聞に示す棋な場所をつきとめるのにさへ，昨年九

月蔚手以来殆ど一年の日子を軍事した俄であるし，蜂に今度bむ角

eを X醜分光貯であまり識には決定し得ない事情もおるので，

ー庭面倒であらうと思ふaこえな簡で貨裁を会部後廻しにして置

L・t.:.o
品1第ー裁の結果から，水晶の即位港政の滋鹿係離も算出し得る

舗であるが，その詳細は，質検も今少し丁寧にやった主で，他の

機曾に取扱ふ考である。

以上の貨政結果に基き，エ線的に温度係書tの小さい摂動予を作

るとなれば，－.＋ X 線分光計に踊る事陶顕る煩純であるが・普

油の分度器でも 20’以内の精度は十分にあるから温度係鍛

土 sx10-•rc 以内の援助予を製作する惑は大Lて闘肱G郎、。

戎閣の費情＇（？ fj;，振動予の使用箇所に於ける滋皮は．一年を迩じ

て O"Cとか oO"Cとか云ふ穏だしい健にはならないから，商用

油僧等の場合には．斯様な掛励守・ならぽー恒也捕に入れて置かな

〈ても，治信周波換を io－~以内に止め得る簡である。

米聞では主として IJ=90ρ1.：.柑常ずる所調 Y-cut揖助手を周

ひて居る様であるが，偶然とは去へ，これが包領帥に平行な緩闘

を有する摸励子中援も大きい温度係数を持って厨た蜘ああまり

にも皮肉な廻θ合せである。

小々字削除術にはなるが，毒血清－の知る限!J'10・’re以下と

云ふ温度係蜘館現した苛峨は樹三世界中になL、。

〈昭和入年九月三十日受付〉
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